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1）  D        
This study aims to identify the achievement levels of nursing skil ls classified into “Ⅰ: can handle 
independently” and “Ⅱ               A  
as well as the experience frequencies of skill employment in clinical training. Participants were 48 students 
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experience frequencies of the13 main items and 141 sub-items among the nursing skills specified by the 
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students use for self-evaluation. The item with the lowest achievement level for “Ⅰ” was ‘Observation of 
        Ⅱ            
In the achievement levels of both Ⅰ and Ⅱ            
with lower experience frequencies. The findings suggest that clinical training staff need to reconsider the 
                 
experienced with lower frequencies and have students these in seminars as part of the study. 
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 看護 度 Ⅱ の るい の と
る の 状 と経 状
　到達度「Ⅱ」小項目54項目のうち，到達したと回答した




























n (%) n (%)
バイタルサインが正確に測定できる 44 (100.0) 43 (97.7)
スタンダード・プリコーション（標準予防策）に基づく手洗いが実施できる 44 (100.0) 41 (93.2)
患者にとって快適な病床環境をつくることができる 43 (97.7) 41 (93.2)
患者の歩行・移動介助ができる 43 (97.7) 44 (100.0)
基本的なベッドメーキングができる 42 (95.5) 41 (93.2)
患者を車椅子で移送できる 42 (95.5) 42 (95.5)
患者を誤認しないための防止策を実施できる 41 (93.2) 27 (61.4)
患者の食事摂取状況（食行動，摂取方法，摂取量）をアセスメントできる 40 (90.9) 40 (90.9)
入浴が生体に及ぼす影響を理解し，入浴前・中・後の観察ができる 39 (88.6) 40 (90.9)
清拭援助を通して，患者の観察ができる 39 (88.6) 40 (90.9)
患者が身だしなみを整えるための援助ができる 39 (88.6) 36 (81.8)
正確に身体計測ができる 38 (86.4) 34 (77.3)
患者の一般状態の変化に気づくことができる 38 (86.4) 41 (93.2)
患者の自覚症状に配慮しながら体温調節の援助ができる 38 (86.4) 32 (72.7)
入眠・睡眠を意識した日中の活動の援助ができる 37 (84.1) 35 (79.5)
洗髪援助を通して，患者の観察ができる 37 (84.1) 39 (88.6)
患者の褥瘡発生の危険をアセスメントできる 36 (81.8) 35 (79.5)
患者の状態に合わせて食事介助ができる（嚥下障害のある患者を除く） 35 (79.5) 35 (79.5)
緊急なことが生じた場合にはチームメンバーへの応援要請ができる 34 (77.3) 16 (36.4)
患者の睡眠状況をアセスメントし，基本的な入眠を促す援助を計画できる 33 (75.0) 30 (68.2)
口腔ケアを通して，患者の観察ができる 33 (75.0) 33 (75.0)
インシデント・アクシデントが発生した場合には，速やかに報告できる 33 (75.0) 13 (29.5)
膀胱留置カテーテルを挿入している患者の観察ができる 32 (72.7) 36 (81.8)
廃用性症候群のリスクをアセスメントできる 32 (72.7) 33 (75.0)
患者の状態に合わせた足浴・手浴ができる 30 (68.2) 35 (79.5)
輸液ライン等が入っていない臥床している患者の寝衣交換ができる 29 (65.9) 21 (47.7)
酸素吸入療法を受けている患者の観察ができる 29 (65.9) 29 (65.9)
末梢循環を促進するための部分浴・罨法・マッサージができる 29 (65.9) 36 (81.8)
災害が発生した場合には，指示に従って行動がとれる 28 (63.6) 9 (20.5)
自然な排便を促すための援助ができる 27 (61.4) 33 (75.0)
患者の状態に合わせた温罨法・冷罨法が実施できる 26 (59.1) 35 (79.5)
自然な排尿を促すための援助ができる 20 (45.5) 16 (36.4)
患者に合わせた便器・尿器を選択し，排泄援助ができる 15 (34.1) 15 (34.1)
経管栄養法を受けている患者の観察の視点がわかる 3 (6.8) 19 (43.2)
＊本表は34項目全てを到達率の高い順から作成している
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n (%) n (%)
患者に対して，経鼻胃カテーテルからの流動食の注入ができる 8 (18.0) 8 (18.2)
気管内加湿ができる 15 (34.0) 5 (11.4)
目的に合わせた採尿の方法を理解し尿検体の正しい取り扱いができる 18 (41.0) 7 (15.9)
放射線曝露の防止のための行動がとれる　 19 (41.0) 19 (43.2)
ポータブルトイレでの患者の排泄援助ができる 20 (45.0) 7 (15.9)
簡易血糖測定ができる 25 (57.0) 20 (45.5)
針刺し事故防止の対策が実施できる 25 (57.0) 7 (15.9)
臥床している患者の洗髪ができる 25 (57.0) 12 (27.3)
関節可動域訓練ができる 26 (59.0) 11 (25.0)
酸素吸入療法が実施できる 27 (61.0) 12 (27.3)
患者をベッドからストレッチャーへ移乗できる 28 (73.0) 24 (54.5)
直腸内与薬の投与前後の観察ができる 29 (66.0) 10 (22.7)
無菌操作が確実にできる 29 (66.0) 13 (29.5)
意識障害のない患者の口腔ケアができる 29 (66.0) 23 (52.3)
失禁をしている患者のケアができる 30 (68.0) 28 (63.6)
廃用性症候群予防のための自動・他動運動ができる 34 (77.0) 21 (47.7)
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